
令和５年度

市
民
参
画
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
第
３
次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
と
行
政
が
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
参
画
し
て
も
ら
い
な
が
ら
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　企
画
調
整
課（
☎
（27）
２
７
０
７
）

　
市
で
は
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
上
で
、
市
民
意
識

の
動
向
と
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
統
計

的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
調
査
を
こ
と
し
の
６
月
に
実
施

し
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、

市
内
に
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
０
０
０

人
を
対
象
に
、
現
行
の
総
合
計
画

に
対
す
る
評
価
の
ほ
か
、
本
市
の

住
み
よ
さ
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
５
４
５
人
か
ら
回

答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
の
41
施
策
の
取
り
組
み
状

況
に
対
す
る
評
価（
満
足
度
・
重

要
度
は
ど
の
程
度
か
）の
ほ
か
、

本
市
に
対
す
る
愛
着
、
本
市
の
住

み
よ
さ
と
そ
の
理
由
、
将
来
の
都

市
像
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
う
感
じ

て
い
る
か
具
体
的
な
質
問
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
政
へ
の
意
見
や

要
望
・
提
案
な
ど
の
意
見
を
自
由

に
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　「
住
み
よ
い
」、「
比
較
的
住

み
よ
い
」と
回
答
し
た
人
は
全

体
の
76
・
９
％
と
大
半
の
人
が

住
み
よ
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
住
み
よ
い

と
感
じ
た
理
由
と
し
て「
災
害

が
比
較
的
少
な
い
か
ら
」、「
買

い
物
が
便
利
だ
か
ら
」、「
車
移

動
が
便
利
だ
か
ら
」な
ど
が
多

く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
13
項
目
の
選
択
肢
の
う
ち
、

考
え
に
近
い
も
の
を
３
つ
回
答

し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
を
大
切
に

す
る
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
」

と
回
答
し
た
人
が
最
も
多
く
44・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で

「
防
災
・
防
火
・
救
急
・
防
犯・

交
通
安
全
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」が

40
・
７
％
と
続
き
、
安
心
安
全

に
い
つ
ま
で
も
本
市
で
生
活
で

き
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
多
く
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　将来の本市を担う市内の高校、大学に通う若者の意見を把握することを目的として、５月か
ら６月にかけてアンケート調査を実施しました。
　就職や進学などの進路のほか、結婚・子育てなどについて、市内の高等学校に在籍する高校
２年生と、市内の大学に在籍する学生を対象にアンケート調査を行い、高校生1,046人、大学
生419人、合計1,465人から回答が寄せられました。

13項目の選択肢のうち、考えに近いもの
を３つ回答してもらったところ、「買い物
や交通など便利で快適に暮らせる環境づ
くり」と回答した人が最も多く36.2％と
なりました。次いで「多くの集客が見込ま
れる祭りなど誇れるイベントの開催」が３ 
0.4％と続きました。

伊勢崎市が若い世代（20代～30代）にと
って魅力的なまちになるために、重要だ
と思うことは何ですか

　計画策定段階から市民の皆さんに参画してもらい、まちづくり
について主体的に検討してもらうため、９月から10月にかけて全
３回のワークショップを開催しました。

　第１回は「市の将来像を考える」をテーマに、市の好きなところや
他にはない魅力、10年後の理想の市について話し合いました。
　第２回は「各世代にとって理想の市を考える」をテーマに、子ども
や若者、高齢者にとっての理想の市について話し合いました。
　第３回は「多様な人が共に過ごせる伊勢崎市を考える」をテーマ
に、地域間の共生や世代間の共生、S

エスディージーズ

DGsによる共生について話し
合いました。

　地域における多文化共生の推進に中心的な役割
を果たしている多文化共生キーパーソンを対象に、
７月にヒアリングを行いました。ヒアリングでは、
以前と比べると外国人住民がさまざまな情報を得
やすくなっていることや、言葉や文化の相互理解
が必要であることなどの声が寄せられました。

　市民参画の結果は、第３次総合計画の策定に活用
するほか、今後の市政運営の基礎資料とします。
　市民参画の詳細や、総合計画審議会の実施状況、
今後の計画策定スケジュールなどは、市ホームペー
ジで公開していますのでご覧ください。
　今後も市政に対する皆さん
の意識や意見を把握し、市民
と行政が協働するまちづくり
を推進します。調査にご協力
いただいた皆さん、ありがと
うございました。

さまざまな人の声を聞きました

▲️まちづくり市民ワークショップでの意見
発表の様子

第
３
次
総
合
計
画
策
定
に
お
け
る

主
な
調
査
項
目

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

設
問

設問

結果

設
問

　
　
　伊
勢
崎
市
の
住
み
よ
さ

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
か

　
　
　将
来
の
伊
勢
崎
市
が
ど

ん
な
市
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す

か

多
く
の
人
が
本
市
に
住
み
や
す

さ
を
感
じ
て
い
る

福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
な
ど
、
生

活
に
直
結
す
る
声
が
多
数
を
占

め
る

高校生・大学生アンケート調査

まちづくり市民ワークショップ

多文化共生キーパーソンヒアリング

▲️市ホームページ

伊勢崎市の住みよさについて

住みにくい 1.5％

無回答 1.5%

どちらともいえない
14.5％

どちらかといえば
住みにくい 5.7％

※端数処理の都合により、
合計が100％になりません

住みよい
23.5％

どちらかといえば住みよい
53.4％

20.2％

20.4％

25.3％

30.4％

36.2％
買い物や交通など便利で

快適に暮らせる環境づくり

ワーク・ライフ・バランス
(仕事と生活の調和)

多くの集客が見込まれる祭り
など誇れるイベントの開催

活気あふれる中心市街地

若者のまちづくりへの参画

市民参画の結果は今後の市政運営・
各種計画策定のために

広報いせさき　No.4549 2023年（令和5年）11月16日号 8

第３次総合計画策定における市民参画の実施状況をお知らせします

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kikakubu/kikaku/kikaku/soukei/18378.html

